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米 軍 備 管 理 重 篭 庁 次 言

罪
分
子
で
あ
れ
、
市
大
な
挑
戦

と
い
え
る
。
米
国
と
ロ
シ
ア
の

二
日
間
関
係
は
、
イ
ラ
ン
ヘ
の

原
子
炉
売
却
問
題
の
よ
う
に
意

見
が
異
な
る
こ
と
は
あ

つ
て

も
、
米
ソ
時
代
の
敵
対
的
関
係

か
ら
成
熟
し
、
実
務
的
で
前
向

き
な
関
係
に
変
わ

っ
た
。

冷
戦
が
終
わ
り
、
核
保
有
国
の
間
か
ら
も

「核
廃
絶
」
の
声
が
聞
こ
え

で
の
日
程
で
連
日
、
討
論
を
続
け
て
い
る
。
咳
抑
止
に
頼
る
大
国
の
姿
勢
は

じ

ら

れ

て

い

る
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討

・
延
長
会
議
は
、
米
国

と
ロ
シ
ア
の
協
力
が
か
ぎ
に
な

っ
て
無
期
限
延
長
と
い
う
成
功

を
も
た
ら
し
た
。
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
と
い
う
条
約
の

究
極
的
な
目
的
に
向
け
て
、
す

べ
て
の
加
盟
国
が

一
体
と
な

っ

て
働
く
よ
う
希
望
す
る
。
拡
散

の
脅
成
は
、
国
家
で
あ
れ
、
犯
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米口は成熟し前向きに
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ロシア軍縮大使

器
削
減
に
つ
い
て
、
米
口
は
す

で
に
実
行
し
て
い
る
。
他
の
三

国
も
今
後
こ
れ
以
上
核
を
増
や

さ
な
い
と
誓
約
す
る
べ
き
だ
。

核
保
有
国
内
で
、
二
国
間
、
多

国
間
の
努
力
を
同
時
に
進
め
て

い
く
と
い
う
統
合
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
提
案
し
た
い
。

米
口
二
国
間
の
努
力
で
大
幅

な
核
兵
器
削
減
が
達
成
さ
れ
て

き
た
。
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

が
二
国
間
で
解
決
で
き
る
時
代

は
終
わ

っ
た
。
化
学
兵
器
の
禁

１１‐
や
今
後
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
交
渉
な

ど
多
国
間

で
努
力
し
な
け
れ

ば
、
解
決
で
き
な
く
な

っ
た
。

と
り
わ
け
五
つ
の
核
保
有
国
問

の
話
し
合
い
が
必
要
だ

〕^
核
兵

2国間解決の時代終了
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中国国際問題

研究センター副所長

る
。
中
国
は
、
常
に
核
実
験
を

自
制
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
が

発
効
す
れ
ば
、
核
実
験
を
や
め

る
。
核
不
拡
散
の
問
題
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
延
長
は
歓
迎
す
る

が
、
核
兵
器
の
永
久
保
有
を
認

め
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

二
十

一
世
紀
が
近
づ
き
、
軍

備
管
理
と
軍
縮
の
重
要
な
時
期

に
あ
る
。
中
国
は
、
完
全
な
核

廃
絶
が
究
極
目
的
と
考
え
て
い

る
が
、
そ
れ
に
は
、
生
物
兵
器

や
化
学
兵
器
と
同
じ
よ
う
な
条

約

が
必
要
だ
。
特
に
、
核
保
有

国
が
非
核
国
に
先
制
使
用
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ

交
渉
に
も
積
極
的
に
参
加
す

核廃絶には新条約必要
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示
し
、
加
盟
Ｆ
ら
間
に
信
頼
や

責
任
感
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は

世
界
的
に
も
重
要
な
出
来
事

だ
。
最
終
的
に
一こ
完
ぺ
き
な
核

廃
絶
が
目
標
だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
精

神
が
保
障
さ
れ
る
な
ら
、
核
保

有
国
同
士
の
多
Ｅ
間
交
渉
に
参

加
す
る
用
意
は
あ
る
。 フ

ラ
ン
ス
は
こ
れ
ま
で
、
既

存
の
核
は
、
抑
止
に
必
要
な
だ

げ
の
規
模
に
縮
小
す
べ
き
だ
と

二
張
し
て
き
た
。
冷
戦
の
終
結

て
、
軍
縮
全
般
で
大
き
な
前
進

一
あ

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
、
改

あ
て
核
拡
散
の
危
険
度
の
査
定

モ
行
い
、
か
な
り
の
規
模
の
軍

記
を
達
成
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
無

義
限
延
長
は
、
将
来
の
展
望
を

多国間交渉に参加用意
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な
い
。
カ
ッ
ト
オ
フ
条
約
は
す

べ
て
の
国
が
加
入
し
な
け
れ
ば

意
味
が
な
く
、
保
有
国
や
疑
惑

国
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
限
定

的
な
内
容
に
し
た
方
が
い
い
。

不
満
な
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
が
政
治
的
現
実
に
即
し
た

条
約
実
現

へ
の
近
道
だ
。

カ
ッ
ト
オ
フ
条
約
は
、
軍
縮

論
議
の
中
で
非
常
に
高
い
優
先

順
位
を
占
め
て
い
る
が
、
現
実

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
予
想

さ
れ
る
。
最
大
の
問
題
が
、
過

去
に
製
造
さ
れ
た
核
物
質
の
ス

ト
ッ
ク
だ
。
こ
れ
が
管
理
の
対

象
に
な

っ
た
場
合
、
核
保
有
国

や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
疑
惑
国

は
条
約
に
加
盟
す
る
と
は
思
え

hカ ットオフ条約推進を
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